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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・昨日より花見行事始まっている。外出中とあわせ帰院後のリズムの変化などないかも

　あわせて観察介入続けていく。

・庶務から

　汚染時のシーツ交換など業者提出のものに、マスクや注射キャップなどが紛れている

　ことがあったと業者からのクレームがあったとの事。北病棟は機会が少ないかもしれ

　ませんが安全管理の徹底、業務の確認を確実の実施していくようにしましょう。

・皮膚科診察北病棟が本日から始まっている。

・法人旅行の日程が発表になっています。（メールを確認）

　詳細などもおって連絡があります。

・21日と22日の退院支援委員会は、翌週に変更調整します。

・車イスを東病棟から借りています。（土佐様の対応のため）

・22日（金）AM、西病棟から転入あり、庭田美紀子様305号室での受け入れ予定です。

・28年度事業ミーティング実施している。

＜患者様連絡事項＞

· 袴田　将志様～本日から青山荘体験外泊。

　　　　　　　　　昨日は不眠のために追加眠剤服用している。

　　　　　　　　　朝に尋ねると、｢（青山荘外泊）緊張した訳じゃないけど｣と話す。

　　　　　　　　　スタッフとの外泊準備、汚染時の着替えも準備の事を説明受け、

　　　　　　　　　準備している。

　　　　　　　　　15時45分、青山荘へ外泊にでる。

＜要注目患者様＞

土佐　将志様～昨日日中は比較的、安定したコンディションで経過している。

　　　　　　　準夜の夕食時のレストランで痛みを強く訴え、車イスで病棟に

　　　　　　　戻っている。左膝あたりの痛みと軽度の腫れ。左足の末梢など

　　　　　　　の皮膚変色はなし。

　　　　　　　当直医より、内服（エトドラク錠、ナパゲルン軟膏処方）処方あり。

　　　　　　　深夜では朝の処置対応受け付けず、食事も要らないと話す。

　　　　　　　8時、スタッフの促しにめんどくさそうな表情を見せる。いてて・・・

　　　　　　　と車イス移乗、ホールでヨーグルトだけ摂取。トイレでの排尿もあり。

　　　　　　　主治医から

　　　　　　　　エトドラク（200）2T

　　　　　　　　レバミピド2T　　　　　21日夕～分継続8日分処方

　　　　　　　　予測指示で、痛み時のロキソプロフェンNa1T、1日3回まで

服用可の指示

　　　　　　　　←本人説明に了解あり。

　　　　　　　　11時前には自分からおきることできて、バイタル測定行っている。

　　　　　　　　バイタル値は安定している。

　　　　　　　　午後からもイライラなどの様子もなく、時折車イスを押すようにして

　　　　　　　　歩行していることもあり、充分な注意を促している。

　　　　　　　　⇒実際の部位の痛みや外観の確認を行いながら、朝の覚醒の程度と

　　　　　　　　　気分の状態をみていく。

　＜皮膚科診察＞

　　　　　　　　本日北病棟診察時間、11時35分から50分前くらい、4名対応

　　　　　　　　医師はカルテ青せんに記載、処方あれば処方が出ます。

　　　　　　　　（本日処方は、佐々木淳様のソフラチール5枚処方あり）

　　　　　　金沢　洋子様～両足かかとの角化、ウリモックス軟膏継続

　　　　　　三上　勇様～両足・爪の白癬、ケルガークリーム軟膏継続

　　　　　　佐々木　淳様～ソフラチール半分に切って、半分に切ったものを半分に

　　　　　　　　　　　　　重ねて部位に貼ります。そこにサージカルパッドを貼って、

　　　　　　　　　　　　　軍手を着用して固定します。

　　　　　　　　　　　　　1日1回処置を行う。

　　　　　　井上　和美様～塗り薬塗りすぎ？次回まで処置しないで様子見る。

　＜安ヶ平医師診察＞

　　出河　攻様～糖尿病データを気にしている。「下がるがなー」と話す。

　　　　　　　　20日より内服（セパゾン）がなくなっている。→イライラなどの気分

　　　　　　　　変化ないか注意して見ていく。

　＜馬渡医師診察＞

　　戸賀沢　潔様～ヒルのカマ0.5×1、7日分継続処方。

　　　　　　　　　左足のかかとのひび、強く塗り薬を希望。ウリモックスクリーム1本

　　　　　　　　　処方。

　　原　吉郎様～「背中痛い」「パワーをつけてほしい」と話し始める。

　　　　　　　　幻聴続いているが、行動に左右される事は少なくなっているか？

　　　　　　　　ロナセン除剤となり、臨時薬継続処方となる。
